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衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
返
還
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
返
還
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

吹
田
市
に
対
す
る
本
年
度
分
の
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
は
、
同
市
の
基
準
財
政
收
入
額
が
基
準
財
政
需
要
額
を
こ
え
る
の

で
一
応
交
付
さ
れ
な
い
見
込
で
あ
る
。
同
市
に
対
し
て
は
、
現
在
ま
で
四
月
、
六
月
及
び
七
月
の
三
回
に
わ
た
り
総
額
二 

三
、
五
二
九
千
円
を
概
算
交
付
し
て
い
る
が
、
こ
の
交
付
額
は
改
正
地
方
税
法
成
立
の
遅
延
に
伴
い
、
地
方
税
收
入
に
空
白

状
態
を
招
来
し
た
結
果
、
こ
れ
に
対
す
る
応
急
措
置
と
し
て
も
つ
ぱ
ら
歳
計
現
金
の
不
足
を
緩
和
す
る
趣
旨
に
お
い
て
交
付

さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
さ
き
に
成
立
し
た
改
正
地
方
税
法
の
実
施
に
よ
り
相
当
の
税
收
入
の
増
加
が
期
待
さ
れ
、
従
つ
て
、

交
付
金
の
交
付
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
以
上
当
然
返
還
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
返
還
を
要
す
べ
き
額
は
そ
れ

ぞ
れ
要
還
付
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
遅
く
と
も
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
、
残
額
は
交
付
金
の
正
式
決
定
後
直
ち
に

還
付
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
市
町
村
の
税
收
状
況
そ
の
他
具
体
的
実
情
を
勧
案
の
上
還
付
額
、
還
付
方
法

及
び
そ
の
時
期
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




